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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透過形液晶表示素子に積重された状態で配置される板状の導光体と、
　前記導光体の側面に沿って配置される光源と、
　前記導光体の透過形液晶表示素子に臨む一表面上に重ねて配置され、この一表面から出
射する光を拡散する光拡散シートと、
　前記導光体の一表面の周縁部から他表面全体にわたって前記光源を外囲するようにして
設けられ、少なくとも光源および他表面に臨む領域には反射面が形成される金属製の保持
枠体とを含み、
　前記導光体は、一表面側の周縁部に、この一表面から他表面側に退避して形成された押
さえ面を有し、この押さえ面に前記保持枠体の一表面側の部分が弾発的に当接するように
構成され、
　前記導光体には第１係合部が設けられ、前記保持枠体には第２係合部が設けられて、
　　第１係合部が第２係合部に嵌まり込むことによって、前記導光体が前記光源および前
記保持枠体に対して予め定める方向へ移動するのが阻止され、
　　第２係合部の近傍を前記導光体の一表面が臨む方向へ変位させることによって、第１
係合部と第２係合部とによる係合を解除するように構成されることを特徴とする透過形液
晶表示素子用バックライト装置。
【請求項２】
　前記押さえ面は、保持枠体の前記一表面側の部分が前記導光体の一表面と同一平面上に
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配置されるように形成されることを特徴とする請求項１記載の透過形液晶表示素子用バッ
クライト装置。
【請求項３】
　前記押さえ面は、曲面によって実現されることを特徴とする請求項１または２記載の透
過形液晶表示素子用バックライト装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、透過形液晶表示素子に設けられるバックライト装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図８は、第１の従来の技術の透過形液晶表示素子用バックライト装置１を示す一部の断面
図であり、図９は導光体２、光源３、ホルダ４および保持枠体５を示す斜視図であり、図
１０は図９のセクションＸを拡大して示す斜視図である。
【０００３】
第１の従来の技術の透過形液晶表示素子用バックライト装置１は、透明のアクリル樹脂か
ら成る導光体２、光源３、ホルダ４、保持枠体５、光拡散シート６、上容器７および下容
器８によって構成されている。前記導光体２は長方形平板状であり、その３つの側面に沿
って光源３がＵ字形に配置されている。
【０００４】
前記保持枠体５は、ポリエチレンテレフタレート（Polyethylene
Telephtalate；略称ＰＥＴ）から成る厚さ０．１ｍｍ程度の白色の反射シートによって形
成され、前記導光体２の一表面の周縁部寄りの領域から他表面にわたって光源３を外囲す
るように設けられている。この前記保持枠体５の前記一表面の周縁部寄りの領域に対向す
る部分は、前記導光体２の周縁部に両面テープ９によって貼付け固定され、これによって
光源３の光漏れを防ぎ、前記導光体２のずれを防止している（たとえば特許文献１参照）
。
【０００５】
また、第２の従来の技術では、保持枠体の光源を外囲する部分が金属によって形成され、
その保持枠体の一端部を加工して立ち上げられた部分によって前記導光体を保持している
。また、導光体を保持するために保持枠体に他の樹脂部品を用いているものもある（たと
えば特許文献２参照）。
【０００６】
第３の従来の技術では、保持枠体において、導光体の一表面の周縁部から他表面の周縁部
にわたって光源を外囲する部分が金属によって形成され、前記保持枠体の前記光源に臨む
領域に反射面が形成されている（たとえば特許文献３参照）。
【０００７】
【特許文献１】
特開平６－２２２３６４号公報
【特許文献２】
特開平１１－１５４４０７号公報
【特許文献３】
特開平１１－２７２１９１号公報
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
図８～図１０に示される第１の従来の技術では、反射シートによって形成される前記保持
枠体５と前記導光体２とを両面テープ９によって貼付けているので、前記光源３が生じる
熱と前記両面テープ９の経時変化による劣化とによって、貼付けられている部分の反射シ
ートが剥がれてしまい、前記導光体２の一表面と前記保持枠体５との間に隙間が生じ、こ
の隙間から前記光源３の光が漏れ、バックライト性能の一つである輝度の均一性を低下さ
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せてしまうという問題がある。
【０００９】
また、前記保持枠体５と前記導光体２とが両面テープ９によって貼付けられるので、個々
の部品への分解が困難である。これによって保持枠体５の再利用が困難であり、また光源
３の交換が困難という問題がある。
【００１０】
さらに、両面テープ９の接着力を確保するために、前記導光体２の一表面の周縁部に接着
領域を必要とするので、バックライト装置１の有効出光面領域を一定としたとき、バック
ライト装置１の有効出光面領域から面方向に突出する部分の幅が大きくなる。これによっ
てバックライト装置１に透過形液晶表示素子を搭載して製造された液晶表示装置の狭額化
および小型化を損なうという問題がある。
【００１１】
さらに、前記保持枠体５をポリエチレンテレフタレート（Polyethylene Telephtalate；
略称ＰＥＴ）から成る厚さ０．１ｍｍ程度の樹脂製の反射シートによって形成するので、
外部からの衝撃に対して前記導光体２を保持する強度が低い。したがって前記光源３を外
部からの衝撃力などに対して確実に保護することができず、前記光源３を破損するおそれ
がある。
【００１２】
さらに、前記保持枠体５は、樹脂性であるので、６００～１０００Ｖ程度の高い電圧が印
加される前記光源３から発生するノイズが、液晶表示素子の駆動に悪影響を及ぼすという
問題がある。
【００１３】
さらに、第２の従来の技術では、金属によって形成される保持枠体の一端部を加工して立
ち上げることによって導光体を保持しているので、保持枠体に孔が生じ、この前記孔から
光源の光が漏れてしまうという問題がある。また、他の部品を保持枠体に用いて導光体を
保持しているので、バックライト装置の部品点数が多いという問題がある。
【００１４】
さらに、第３の従来の技術では、保持枠体は導光体の一表面の周縁部から他表面の周縁部
にわたって光源を外囲するように構成されるので、光源から生じる熱が保持枠体が接触す
る領域に局部的に偏り、保持枠体の反射面が劣化するという問題がある。
【００１５】
本発明の目的は、光源を保護し、ノイズによる液晶表示素子への悪影響を防ぎ部品点数を
削減して、反射面の劣化を防ぐことができる保持枠体を備えた液晶表示素子用バックライ
ト装置を提供することである。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、透過形液晶表示素子に積重された状態で配置される板状の導光体と、
　前記導光体の側面に沿って配置される光源と、
　前記導光体の透過形液晶表示素子に臨む一表面上に重ねて配置され、この一表面から出
射する光を拡散する光拡散シートと、
　前記導光体の一表面の周縁部から他表面全体にわたって前記光源を外囲するようにして
設けられ、少なくとも光源および他表面に臨む領域には反射面が形成される金属製の保持
枠体とを含み、
　前記導光体は、一表面側の周縁部に、この一表面から他表面側に退避して形成された押
さえ面を有し、この押さえ面に前記保持枠体の一表面側の部分が弾発的に当接するように
構成され、
　前記導光体には第１係合部が設けられ、前記保持枠体には第２係合部が設けられて、
　　第１係合部が第２係合部に嵌まり込むことによって、前記導光体が前記光源および前
記保持枠体に対して予め定める方向へ移動するのが阻止され、
　　第２係合部の近傍を前記導光体の一表面が臨む方向へ変位させることによって、第１
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係合部と第２係合部とによる係合を解除するように構成されることを特徴とする透過形液
晶表示素子用バックライト装置である。
【００１７】
本発明に従えば、板状の導光体には、この側面に沿って光源が配置され、前記光源は、導
光体の前記側面に光を入射する。保持枠体は、金属によって形成され、導光体の一表面の
周縁部から他表面全体にわたって光源を外囲するように設けられる。この前記保持枠体に
は、少なくとも光源および他表面に臨む領域に反射面が形成される。前記光源に臨む領域
に形成された反射面は、光源から導光体の側面に直接入射しない光を反射し、導光体の側
面に導く。また、導光体の前記他表面に臨む領域に形成された反射面は、導光体の他表面
から出射する光を反射し、前記他表面から光が出射することを防止する。光拡散シートは
、導光体の一表面に重ねて配置され、導光体の一表面から出射する光を拡散する。
【００１８】
このような透過形液晶素子用バックライト装置において、前記導光板の側面にそって配置
される前記光源は、電圧が印加されることによって発光するとともに熱を生じる。
【００１９】
保持枠体の光源を外囲する部分は、前記光源から生じる熱によって加熱されるが、前記保
持枠体は、金属によって形成され、導光体の一表面から他表面全体にわたって光源を外囲
するように構成されているので、保持枠体の光源を外囲する部分に加えられた熱は、導光
体の他表面を外囲する保持枠体部分に移動する。すなわち光源から発生した熱は保持枠体
全体に移動するので、保持枠体の光源を外囲する部分に熱が局部的に偏ることによる前記
光源に臨む反射面の劣化を防止することができる。
【００２０】
また、光源は、光を生じるときにノイズを発生させるが、前記保持枠体の光源を外囲する
部分が金属によって形成されるので、前記ノイズを遮蔽することができ、液晶表示素子の
駆動への悪影響を防ぐことができる。
【００２２】
　また、導光体の一表面の周縁部に、この一表面から他表面側に退避する押さえ面を有し
、この押さえ面に金属によって形成される保持枠体の一表面側の部分が弾発的に当接する
ので、高い強度で導光体を保持することができる。
【００２３】
したがって外部からの衝撃に対して導光体を保持することができ、これによって光源と導
光体の側面との間に予め定める隙間を確保することができ、光源の保護に対する信頼性を
向上させることができる。
【００２４】
また、前記第１の従来の技術のように導光体の一表面に接着領域を確保し、両面テープを
用いて導光体を保持する場合に比べて、導光体の一表面に必要な導光体を保持するための
占有面積を小さくすることができる。したがって導光体に広い有効出光面を形成すること
ができるので、バックライト装置の有効出光領域の大きさを一定としたとき、バックライ
ト装置の有効出光面領域から面方向に突出する部分の幅を小さくすることができ、これに
よってバックライト装置に透過形液晶表示素子を搭載して製造された液晶表示装置の狭額
化および小型化が可能となる。
【００２５】
さらに、両面テープを用いる必要がないので、これによって容易に個々の部品に分解する
ことができる。したがってそれぞれの部品を容易に再利用することができる。
【００２６】
さらに、押さえ面に金属によって形成される保持枠体が弾発的に当接するので、保持枠体
と前記押さえ面との間から光源から生じる光が漏れることを防止できる。したがって光源
の光量を損なうことなく確実に光を導光体に入射することができ、導光体の有効出光面領
域における輝度の均一性を向上させることができる。
【００２７】
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　さらに、押さえ面に金属によって形成される保持枠体が弾発的に当接することによって
導光体を保持するので、保持枠体への加工を必要とせず、また他の部品を用いることなく
導光体を保持することができる。
　また、導光体に設けられる第１係合部が、保持枠体に設けられる第２係合部に嵌まり込
むことによって、前記導光体が前記光源および前記保持枠体に対して予め定める方向へ移
動するのが阻止されので、導光体を保持することができる。さらに、第２係合部の近傍を
前記導光体の一表面が臨む方向へ変位させることによって、第１係合部と第２係合部とに
よる係合を解除するので、導光体を取り出し、光源の交換を容易にすることができる。
【００２８】
また本発明は、前記押さえ面は、保持枠体の前記一表面側の部分が前記導光体の一表面と
同一平面上に配置されるように形成されることを特徴とする。
【００２９】
本発明に従えば、保持枠体の前記一表面側の部分が前記導光体の一表面と同一平面上に配
置されるように押さえ面が形成されるので、光拡散シートを導光体の一表面から保持枠体
の表面にわたって平坦上に敷設することができる。したがって光拡散シートと保持枠体と
導光体との間に不所望な空間または段差が生じない。
【００３０】
これによって導光体の保持枠体が当接する端部近傍の領域から有効出光面を形成すること
ができるので、導光体の一表面が保持枠体の導光体に当接する端部よりも突出していない
場合および導光体の一表面が保持枠体の導光体に当接する端部よりも突出している場合を
含む同一平面に存在していない場合に比べて、導光体の厚みを増加することなしに可及的
に広い有効出光面領域を確保することができる。
【００３１】
したがってバックライト装置の有効出光面領域の大きさを一定としたときバックライト装
置の有効出光面領域から面方向に突出する部分の幅を小さくすることができ、これによっ
てバックライト装置に透過形液晶表示素子を搭載して製造された液晶表示装置の狭額化お
よび小型化が可能となる。
【００３２】
　また本発明は、前記押さえ面は、曲面によって実現されることを特徴とする。
【００３３】
　本発明に従えば、前記押さえ面は、曲面によって実現されるので、バックライト装置の
有効出光面領域の大きさを一定としたときバックライト装置の有効出光面領域から面方向
に突出する部分の幅をさらに小さくすることができ、これによってさらにバックライト装
置に透過形液晶表示素子を搭載して製造された液晶表示装置の狭額化および小型化が可能
となる。
【００３４】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明の実施の一形態の透過形液晶表示素子用バックライト装置２０を示す一部
の断面図である。本実施の形態の透過形液晶表示素子用バックライト装置２０は、透過形
液晶表示素子に積重された状態で配置される板状の導光体２１と、前記導光体２１の側面
に沿って配置される光源２２と、前記導光体２１の透過形液晶表示素子に臨む一表面上に
重ねて配置され、この一表面から出射する光を拡散する光拡散シート２３と、前記導光体
２１の一表面の周縁部から他表面全体にわたって前記光源２２を外囲するようにして設け
られ、少なくとも光源２２および他表面に臨む領域には反射面が形成される金属製の保持
枠体２４とを含む。
【００３５】
導光体２１は、厚み方向一表面と他表面とが平行である。また導光体２１の一表面側の周
縁部を上周縁部とする。この導光体２１は、前記上周縁部に導光体２１の一表面から他表
面側に退避する押さえ面２５を有し、他表面側にしぼ状または筋状に凹部が形成された図
示しない反射部を有する。導光体２１の側面は、前記一表面と前記他表面に垂直である。
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前記光源２２は、前記側面に沿って配置され、対向する前記側面を入射面２６として入射
し、一表面を出射面２７として出射する光を生じる。前記光源２２には、その周囲を覆う
リング状の耐熱性のある樹脂から成るホルダ２８が設けられる。
【００３６】
保持枠体２４は、厚さがたとえば０．５ｍｍ程度のアルミニウムから成り、導光体２１の
上周縁部から他表面全体にわたって前記光源２２を外囲するようにして設けられる。前記
保持枠体２４の光源２２を外囲する部分は、箱型形状に形成され、前記導光体２１の前記
出射面２７と同一平面上に設けられる表面部２９と、前記導光体２１の入射面２６と平行
に設けられる側面部３０と、前記導光体２１の他表面と平行に設けられる底面部３１とを
有する。保持枠体２４の前記他表面全体を外囲する部分は、前記底面部３１と連なり、導
光体２１の他表面に当接する。
【００３７】
前記表面部２９は、その導光体２１側端部が前記押さえ面２５に弾発的に当接する。これ
によって導光体２１は、保持枠体２４に対して導光体２１の厚み方向および幅方向への移
動が阻止される。前記表面部２９、側面部３０および底面部３１の光源２２に臨む表面と
他表面部３２の導光体２１に臨む表面とは、光を反射する反射面としての機能を有する。
【００３８】
前記表面部２９、前記側面部３０および前記底面部３１の光源２２に臨む表面は光源２２
から入射面２６に直接入射しない光を反射して、前記入射面２６に導く。前記他表面部３
２の導光体２１に臨む表面は、導光体２１の他表面側から出射する光を反射し、他表面側
から光が出射することを防止する。前記他表面部３２に反射された光は、導光体２１の前
記反射部によって分散され、出射面２７から均一に出射される。
【００３９】
光拡散シート２３は、入射面２６に重ねて配置され、出射面２７から出射する光を拡散す
る。前記光拡散シート２３の周縁部は、前記表面部２９の導光体２１側端部の外面と重な
るように出射面２７と平行に延び、前記光拡散シート２３の表面部２９と重なる部分は両
面テープによって表面部２９に固定される。
【００４０】
また、本実施の形態の透過形液晶素子用バックライト装置２０は、ポリカーボネート（Po
lycarbonate;略称ＰＣ）樹脂およびアクリロニトリルブタジエンスチレン（Acrylonitril
e Butadiene Styrene;略称ＡＢＳ）樹脂から成る第１保護容器３３および第２保護容器３
４を有する。第１保護容器３３は、箱型形状であり、側面部３０、底面部３１および他表
面部３２を覆うように形成される。第２保護容器３４は、表面部２９および光拡散シート
２３の周縁部を覆うように形成される。前記第２保護容器３４は、前記表面部２９の端部
よりも内側で、かつ出射面２７の縁辺よりも外側に突出している。
【００４１】
前記押さえ面２５は、入射面２６から前記入射面２６を含む仮想一平面に対して内側に垂
直な方向に距離ΔＡの領域に形成されている傾斜面であり、前記傾斜面は、前記仮想一平
面に対して内側に垂直な方向に距離０．５ｍｍ程度の位置で前記表面部２９の導光体２１
側端部が弾発的に当接したとき、前記表面部２９の外面と出射面２７とが同一平面上とな
るように形成されている。前記距離ΔＡはたとえば３～５ｍｍ程度に選ばれる。
【００４２】
図２は導光体２１、光源２２および保持枠体２４の全体の構成を示す斜視図である。導光
体２１は、アクリル樹脂から成る長方形平板であり、この長辺方向両側面および短辺方向
両側面は前記出射面２７に垂直である。前記光源２２は、Ｕ字型ランプ４０であり、たと
えば冷陰極管（Cold Cathode Fluorescent Tube；略称ＣＣＦＴ）などで実現される。前
記Ｕ字型ランプ４０は導光体２１の長辺方向一側面および短辺方向両側面を入射面２６と
し、前記入射面２６に沿って配置される。前記ホルダ２８は前記Ｕ字型ランプ４０の両端
部に設けられる。
【００４３】
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前記押さえ面２５は、前記Ｕ字型ランプ４０に沿う上周縁部の周方向両端部間にわたって
形成されており、導光体２１は前記上周縁部の周方向両端部に第１係合部４１を有してい
る。保持枠体２９は、３つの前記入射面２６にわたって設けられ、保持枠体２４の前記第
１係合部４１と対向する位置には、前記第１係合部４１が部分的に嵌まり込むことのでき
る第２係合部４２が形成されている。前記第１保護容器３３および第２保護容器３４は前
記保持枠体２９全体を覆うように設けられる。
【００４４】
図３は、図２のセクションＩＩＩを拡大して示す斜視図であり、図４は図３の正面図であ
り、図５は図３を分解して示す斜視図である。前記第１係合部４１は、押さえ面２５に垂
直に立ち上がる立ち上がり面５０を有し、この前記立ち上がり面５０から前記導光体２１
の前記Ｕ字形ランプ４０が対向して設けられていない側面との間で幅ΔＢを有する楔状の
立方体を成す突出部によって実現される。前記幅ΔＢはたとえば２ｍｍ程度に選ばれる。
【００４５】
第２係合部４２は、半円形状の凹部である。この第２係号部４２に前記第１係合部４１が
部分的に嵌まり込むことによって導光体２１は、その長辺方向への移動が阻止される。ま
た、前記第２係合部４２の近傍を前記導光体２１の出射面２７が臨む方向え変位させるこ
とによって第１係合部４１と第２係合部４２とによる係合が解除され、導光体２１は、そ
の前記長手方向への移動が可能となり、保持枠体２４から導光体２１の挿脱が自在となる
。
【００４６】
前述のような本実施の形態の透過形液晶表示素子用バックライト装置２０によれば、前記
Ｕ字形ランプ４０は、電圧が印加されることによって発光するとともに熱を生じる。この
とき、保持枠体２４のＵ字形ランプ４０を外囲する表面部２９、側面部３０および底面部
３１は前記Ｕ字形ランプ４０から生じる熱によって加熱されるが、前記保持枠体２４は、
アルミニウムによって形成され、導光体２１の他表面全体を外囲する他表面部３２を有し
ているので、表面部２９、側面部３０および底面部３１に加えられた熱は他表面部３２に
移動する。すなわちＵ字形ランプ４０から発生した熱は保持枠体２４全体に移動するので
、保持枠体２４のＵ字形ランプ４０を外囲する部分に熱が局部的に偏ることによる前記Ｕ
字形ランプ４０に臨む反射面の劣化を防止することができる。
【００４７】
また、Ｕ字形ランプ４０は、光を生じるときにノイズを発生させるが、前記保持枠体２４
のＵ字形ランプ４０を外囲する部分がアルミニウムによって形成されるので、前記ノイズ
を遮蔽することができ、液晶表示素子への悪影響を防ぐことができる。
【００４８】
また、導光体２１は押さえ面２５を有し、この押さえ面２５に表面部２９の導光体２１側
端部が弾発的に当接するので、保持枠体２４に対して導光体２１のその厚み方向および幅
方向への移動を阻止することができる。したがって外部からの衝撃に対して導光体２１を
保持することができ、これによってＵ字形ランプ４０と入射面２６との間に予め定められ
た隙間を確保することができ、Ｕ字形ランプ４０の保護に対する信頼性を向上させること
ができる。
【００４９】
さらに、第１の従来の技術のように導光体２１の一表面に接着領域を確保し、両面テープ
を用いて導光体２１を保持する場合に比べて、導光体２１の一表面に必要な導光体２１を
保持するための占有面積を小さくすることができる。したがって導光体２１に広い有効出
光面を形成することができるので、バックライト装置１の有効出光領域の大きさを一定と
したときバックライト装置２０の有効出光面領域から面方向に突出する部分の幅を小さく
することができ、これによってバックライト装置２０に透過形液晶表示素子を搭載して製
造された液晶表示装置の狭額化および小型化が可能となる。
【００５０】
さらに、導光体２１を保持するために両面テープを用いる必要がないので、これによって
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容易に個々の部品に分解することができる。したがってそれぞれの部品を容易に再利用す
ることができる。
【００５１】
さらに、押さえ面２５に保持枠体２４が弾発的に当接するので、保持枠体２４と前記押さ
え面２５との間からＵ字形ランプ４０から生じる光が漏れることを防止できる。したがっ
てＵ字形ランプ４０の光量を損なうことなく確実に光を入射面２６に入射することができ
、バックライト装置２０の有効出光面領域における輝度の均一性を向上させることができ
る。
【００５２】
さらに、押さえ面２５に保持枠体２４が弾発的に当接することによって導光体２１を保持
するので、保持枠体２４への加工を必要とせず、また他の部品を用いることなく導光体２
１を保持することができる。
【００５３】
さらに表面部２９の外面が出射面２７と同一平面上に配置されるように押さえ面２５が形
成されるので、光拡散シート２３を出射面２７と表面部２９の外面とにわたって平坦上に
敷設することができる。したがって光拡散シート２３と保持枠体２４と導光体２１との間
に不所望な空間または段差が生じない。
【００５４】
これによって導光体２１の保持枠体２４が当接する端部近傍の領域から有効出光面を形成
することができるので、導光体２１の出射面２７が保持枠体２４の導光体２１に当接する
端部よりも突出していない場合および導光体２１の出射面２７が保持枠体２４の導光体２
１に当接する端部よりも突出している場合を含む同一平面に存在していない場合に比べて
、導光体２１の厚みを増加することなしに可及的に広い有効出光面領域を確保することが
できる。
【００５５】
したがってバックライト装置２０の有効出光領域の大きさを一定としたときバックライト
装置２０の有効出光面領域から面方向に突出する部分の幅を小さくすることができ、これ
によってバックライト装置２０に透過形液晶表示素子を搭載して製造された液晶表示装置
の狭額化および小型化が可能となる。
【００５６】
さらに前記導光体２１は、前記Ｕ字形ランプ４０および保持枠体２４に対して導光体２１
の長辺方向に挿脱自在に保持枠体２４に嵌まり込んでいるので、導光体２１を取り出し、
Ｕ字形ランプ４０の交換を容易にすることができる。また導光体２１は第１係合部４１を
有し、保持枠体２４は第２係合部４２を有しているので、導光体２１のその長辺方向への
移動を阻止することができる。
【００５７】
図６は、本発明の他の実施の形態の透過形液晶素子用バックライト装置１２０を示す一部
の断面図である。本実施の形態の透過形液晶素子用バックライト装置１２０は、前述の図
１～図５に示される実施の形態の透過形液晶素子用バックライト装置２０に類似し、同一
の部分には、同一の参照符を付して説明を省略する。本実施の形態の透過形液晶表示素子
用バックライト装置１２０では、傾斜面によって実現される押さえ面２５を有する導光体
２１に代えて、曲率半径が１００ｍｍ程度の曲面によって実現される押さえ面１２５を有
する導光体１２１を備えている。
【００５８】
前記押さえ面１２５は、入射面１２６との交点における接線を含む平面が入射面１２６に
対して垂直で、かつ前記接線を含む平面の位置が、出射面１２７を含む仮想一平面から導
光体１２１の他表面側に距離ΔＣとなるように形成される。前記距離ΔＣはたとえば０．
６ｍｍ程度に選ばれる。
【００５９】
また、表面部２９の導光体１２１側端部は、押さえ面１２５に入射面１２６から前記入射
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面１２６を含む仮想一平面に対して内側に垂直な方向に距離１ｍｍ程度の位置で弾発的に
当接し、表面部２９の外面と出射面１２７とが同一平面上となる。
【００６０】
本実施の形態では、前述の図１～図５に示される実施の形態と同様の効果を得ることがで
きる。また、本実施の形態では、押さえ面１２５が曲面によって実現されているので、表
面部２９の導光体１２１側端面から押さえ面１２５の出射面１２７に交差する位置までの
距離が前述の実施の形態に比べて小さくすることができる。
【００６１】
したがってバックライト装置１２０の有効出光面領域を一定としたとき、バックライト装
置１２０の有効出光面領域から面方向に突出する部分の幅を小さくすることができ、これ
によってさらにバックライト装置１２０に透過形液晶表示素子を搭載して製造された液晶
表示装置の狭額化および小型化が可能となる。
【００６２】
図７は、本発明の他の実施の形態の透過形液晶素子用バックライト装置２２０を示す一部
の断面図である。本実施の形態の透過形液晶素子用バックライト装置２２０は、前述の図
１～図５に示される実施の形態の透過形液晶素子用バックライト装置２０に類似し、同一
の部分には、同一の参照符を付して説明を省略する。本実施の形態の透過形液晶表示素子
用バックライト装置２２０では、傾斜面によって実現される押さえ面２５を有する導光体
２１に代えて、出射面２２７に平行でかつ導光体２２０の他表面側に退避した第１表面２
０１と、出射面２２７に垂直でかつ第１表面２０１に直交する第２表面２０２とによって
実現される押さえ面２２５を有する導光体２２１を備えている。
【００６３】
第１表面２０１は、入射面２２６に対して垂直な方向に幅ΔＤを有し、第２表面２０２は
、出射面２２７に対して垂直な方向に幅ΔＥを有する。前記幅ΔＤはたとえば１ｍｍ程度
に選ばれ、前記幅ΔＥはたとえば０．５ｍｍ程度に選ばれる。表面部２９の導光体２２１
側端部は、第１表面２０１と弾発的に当接し、第２表面２０２と当接している。このとき
、表面部２９の外面と出射面２２７とは同一平面上となる。
【００６４】
本実施の形態では、前述の図１～図５に示される実施の形態と同様の効果を得ることがで
きる。また、本実施の形態では、押さえ面２２５が第１表面２０１および第２表面２０２
によって実現されているので、表面部２９の導光体２２１側端面から第２表面２０２の出
射面２２７に交差する位置までの距離が前述の実施の各形態に比べて小さくすることがで
きる。
【００６５】
したがってバックライト装置２２０の有効出光面領域を一定としたとき、バックライト装
置２２０の有効出光面領域から面方向に突出する部分の幅を小さくすることができ、これ
によってさらにバックライト装置２２０に透過形液晶表示素子を搭載して製造された液晶
表示装置の狭額化および小型化が可能となる。
【００６６】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、保持枠体の光源を外囲する部分は、前記光源から生じる熱
によって加熱されるが、前記保持枠体は、金属によって形成され、導光体の一表面から他
表面全体にわたって光源を外囲するように構成されているので、保持枠体の光源を外囲す
る部分に加えられた熱は導光体の他表面を外囲する保持枠体部分に移動する。すなわち光
源から発生した熱は保持枠体全体に移動するので、保持枠体の光源を外囲する部分に熱が
局部的に偏ることによる前記光源に臨む反射面の劣化などを防止することができる。
【００６７】
また、光源は、光を生じるときにノイズを発生させるが、前記保持枠体の光源を外囲する
部分が金属によって形成されるので、前記ノイズを遮蔽することができ、液晶表示素子の
駆動への悪影響を防ぐことができる。
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【００６８】
　また、導光体の一表面の周縁部に、この一表面から他表面側に退避する押さえ面を有し
、この押さえ面に金属によって形成される保持枠体の一表面側の部分が弾発的に当接する
ので、高い強度で導光体を保持することができる。
【００６９】
したがって外部からの衝撃に対して導光体を保持することができ、これによって光源と導
光体の側面との間に予め定められた隙間を確保することができ、光源の保護に対する信頼
性を向上させることができる。
【００７０】
さらに、前記第１の従来の技術のように導光体の一表面に接着領域を確保し、両面テープ
を用いて導光体を保持する場合に比べて、導光体の一表面に必要な導光体を保持するため
の占有面積を小さくすることができる。したがって導光体に広い有効出光面を形成するこ
とができるので、バックライト装置の有効出光領域の大きさを一定としたときバックライ
ト装置の有効出光面領域から面方向に突出する部分の幅を小さくすることができ、これに
よってバックライト装置に透過形液晶表示素子を搭載して製造された液晶表示装置の狭額
化および小型化が可能となる。
【００７１】
さらに、両面テープを用いる必要がないので、これによって容易に個々の部品に分解する
ことができる。したがってそれぞれの部品を容易に再利用することができる。
【００７２】
さらに、押さえ面に金属によって形成される保持枠体が弾発的に当接するので、保持枠体
と前記押さえ面との間から光源から生じる光が漏れることを防止できる。したがって光源
の光量を損なうことなく確実に光を導光体に入射することができ、有効出光面領域におけ
る輝度の均一性を向上させることができる。
【００７３】
　さらに、押さえ面に金属によって形成される保持枠体が弾発的に当接することによって
導光体を保持するので、保持枠体への加工を必要とせず、また他の部品を用いることなく
導光体を保持することができる。
　また、導光体に設けられる第１係合部が、保持枠体に設けられる第２係合部に嵌まり込
むことによって、前記導光体が前記光源および前記保持枠体に対して予め定める方向へ移
動するのが阻止されので、導光体を保持することができる。さらに、第２係合部の近傍を
前記導光体の一表面が臨む方向へ変位させることによって、第１係合部と第２係合部とに
よる係合を解除するので、導光体を取り出し、光源の交換を容易にすることができる。
【００７４】
さらに本発明によれば、保持枠体の前記一表面側の部分が前記導光体の一表面と同一平面
上に配置されるように押さえ面が形成されるので、光拡散シートを導光体の一表面から保
持枠体の表面にわたって平坦上に敷設することができる。したがって光拡散シートと保持
枠体と導光体との間に不所望な空間または段差が生じない。
【００７５】
これによって導光体の保持枠体が当接する端部近傍の領域から有効出光面を形成すること
ができるので、導光体の一表面が保持枠体の導光体に当接する端部よりも突出していない
場合および導光体の一表面が保持枠体の導光体に当接する端部よりも突出している場合を
含む同一平面に存在していない場合に比べて、導光体の厚みを増加することなしに可及的
に広い有効出光面を確保することができる。
【００７６】
したがってバックライト装置の有効出光領域の大きさを一定としたときバックライト装置
の有効出光面領域から面方向に突出する部分の幅を小さくすることができ、これによって
バックライト装置に透過形液晶表示素子を搭載して製造された液晶表示装置の狭額化およ
び小型化が可能となる。
【００７７】
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　さらに本発明によれば、前記押さえ面は、曲面によって実現されるので、バックライト
装置の有効出光面領域の大きさを一定としたときバックライト装置の有効出光面領域から
面方向に突出する部分の幅をさらに小さくすることができ、これによってさらにバックラ
イト装置に透過形液晶表示素子を搭載して製造された液晶表示装置の狭額化および小型化
が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の一形態の透過形液晶表示素子用バックライト装置２０を示す一部
の断面図である。
【図２】導光体２１、光源２２および保持枠体２４の全体の構成を示す斜視図である。
【図３】図２のセクションＩＩＩを拡大して示す斜視図である。
【図４】図３の正面図である。
【図５】図３を分解して示す斜視図である。
【図６】本発明の実施の他の形態の透過形液晶素子用バックライト装置１２０を示す一部
の断面図である。
【図７】本発明の実施のさらに他の形態の透過形液晶素子用バックライト装置２２０を示
す一部の断面図である。
【図８】第１の従来の技術の透過形液晶表示素子用バックライト装置１を示す一部の断面
図である。
【図９】導光体２、光源３、ホルダ４および保持枠体５を示す斜視図である。
【図１０】図９のセクションＸを拡大して示す斜視図である。
【符号の説明】
１　バックライト装置
２　導光体
３　Ｕ字形ランプ
４　ホルダ
５　保持枠体
６　拡散シート
７　上容器
８　下容器
９　両面テープ
２０　バックライト装置
２１　導光体
２２　光源
２３　光拡散シート
２４　保持枠体
２５　押さえ面
２６　入射面
２７　出射面
２８　ホルダ
２９　表面部
３０　側面部
３１　底面部
３２　他表面部
３３　第１保護容器
３４　第２保護容器
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